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一一一一脂和48年度予算議会招集さる　－

第2回定例，議会が3月10円曲集され、24日までの15日間の会期で昭和48年度一般会計予算

をはじめ13議案が審議されます。これによって本町の昭和48年度施政方針が決ります。
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人のうこき（謹繰言基）

人　　口　　9，904人　（＋42）

男　　　　4，709　　（＋19）

女　　　5，195　　（＋23）

世帯数　　2．597戸　（＋12）

（）内は前月比
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納めた税金はこのように使われました。
一昭和46年度　決算認定さる一

昭和46年度の才人才出決算が去る12月12日招集の殺会で認定されましたのでその概要をあし
らせします。なお、住民1人当りの税負担額9，189円、才出決鋭敏67，757円（図表参照）という結
果に在っております。

人目9．710人（昭47年3月31日現在）

ニケ　　　　　　　　　　　　　　　人 ������⇒′　　　　　　　　　　　　　撮 

頂：　　　　　　　　　　　分 � ��ItヽLIL �45年I �填m �区　　　　　　　　　　　分 �� �機嫌．叱 �45年度洗練i孤 

i時　　　　　　　　　　機 �89．22：1 ��12．57 �79． �71 �I具　　　　　合　　　　　置 ��16．953 �2．58 �16．639 

780 ��0．10 � � �勉　　　　　餅　　　　　貨 ��362．929 �35．16 �82．512 

6．326 ��0．89 �5、 �604 �lt　　　　　T：　　　　曾 ��36．310 �5．52 �32．123 

地　　ノi　交∴不才∴税 �185．091 ��26．07 �14 �l �復1　　　　倍　　　　戴 ��23．421 �3．56 �9．791 

288 ��0．04 �174 ��：h　　　　　●l　　　　寄 ��40．868 �6．21 �39．634 

16．425 ��2．31 �11．562 ��）重　　雄　　水　　餅　　費 ��27．711 �4．21 �36．307 

寝∴∴∴∴∴M　　　　l） �975 ��0．14 �982 ��鵡 �録 �822 �0．12 �702 

手　　　　　放i∴∴∴」叫 �854 ��0．12 �778 ��土 �賞 �56．294 �8．56 �74．069 

同　根　　支　出　金 �81．849 ��11．53 �84 �66 �洲 �防∴∴∴∴農 �20．270 �3．08 �4．178 

i常　　　子　　　小　　　虻 �10．243 ��1．44 �7． �5 �飲　　　　　靖　　　　　鶴 ��47．682 �7．23 �77．324 

小　　　一t　　iu∴∴∴∴」 �5．943 ��0．8－1 �1 �89 � ��12．575 �1．91 �329 

一缶　　　　　待　　　　　命 � �� � �00 �公　　　　（蹟　　　　　録 ��12．085 �1．84 �11．803 

繰　　　　　入　　　　　金 �73．4（お ��10．34 � � � �� � � 

鮎　　　　　超　　　　　俗 �20．40 � �2．87 �18． �2 � �� � � 

溝　　　　　収　　　　　入 �50，35 � �7．09 �24． �98 � �� � � 

●十　　　IO 才　人　合∴∴8† �167、90 710，∞ � �23．65 100．的 �15． 405． �00 12 �：′∴∴∴∴点l　　言∴∴∴JI ��657．920 �100，00 �385．411 

国民健康保険事業特別会計才人・才腰引52・140刊（脱会建蝦純明緻17・743刑）
才　　　　　　　　　人 ���才　　　　　　　　弛 

区　　　　　　　　　　分 � � �＊　　　　　　　　　　　1｝ � � 

供　　　　　唆　　　　　臓 �25．365 �21．21：I �鴨，∴∴∴∴a　　　　　t �6．300 �5．279 

29．000 �29．284 �心　，●　継　目「∴1置 �44．011 �45．262 

町　　史∴∴出　　金 �116 �96 �解　く道　場　披　農 �1．971 �1．718 

他　会i汀　線　人　命 � �：ふく的0 � �2．319 �174 

繰　　　　越　　　　金 �6．374 �：ら200 �そ　の　他　の　収，妻 �1．156 �1 

その他の収入 才　人　合i∴dt �892 61．747 �2．015 58．8くけ � �35．757 �52．4：ia 

才人才出差引　5，990干Iii
農業共済事業特別会計

才 区　　　分 ��人 � �　　　才 区　　　分 ��用 � 

共 � �2．790 �2．n8 �共 � �524 �509 

涛 勘 定 �倣強食楓び湖持て人命 �761 �684 �活 勘 定 �共　　　済　　　金 �1，093 �821 
204 �474 ��鋼i∴叫　麻；∴金 �〔費）8 �1．186 

そ　　　の　　　他 �2．539 �718 ��そ　　　の　　　他 �1、708 �38 

襲 �陳、i支：i損　金 �4．256 �3．728 �賎 �総桶及び業務費 �3．854 �：ら039 

議 定 �総　　　入　　　念 �939 �802 �額 痘 � �157 �162 
そ　の　他 才　人∴1含∴β十 �1．706 13．195 �785 9．969 ��そ　の　他 ′∴∴．出、ヽJl �1，644 9．4脚 �2．126 7．881 

才人才出差引3，706千円

被保険者1人当り
保険税負姐絨8．172円

被保険者1人当り
保険給付費14，179円
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世帯更生資金について
県社会福祉協議会では、低所得者を対象とした、更生資金の貸付業務を行なっております。その概要は次のとおりで

すので、必要な場合は貸付由蘭をされますようお知らせいたします。

尚、修学資金の内　修学費は四月迄　支度金は三月迄　受付分に限り貸付けられますのでご希望者は至急再話下さい。

由調場所　役場厚生課　　　※由鞘にあたっては地区民生委員と充分協磯の上申請して下さい。

世帯更正資金貸付金の種類と内容

貸　付　限　度l据歴期間 ��償還期限 �榔　　　　　　　考 

毅能習得期間 月額　　3000円以内　満了後 ��6年以内 �離駿と認められる齢 　　400，000円以内 
貸付期間　　3年以内 i 　6月以内 

亜 �� �1年以内 � �貸付限度 　　　　　　　一∠ゝ． 

技能習得期間 1年以内 習得期間満了 ��8年以内 �400．000円以内 

5年以内 �貸付朝岡　　3年以内 月額　11・000酬吊謙譲 
6月以内 i i 

福祉資金 �巨翼 撃寮費 i南 門具購入費 ���3年以内 �（施設内分娩時） 　　　20．000円以内 
（老人、身障者等の器具購入費） 

！転宅賢 治水越気暖 房設備費 ���� 

住　　宅　　資　　金 ��巨ニー一寸一一一一 　300．000円以内〉6月以内 ��6年以内 � 

8年以内 �特に必要と認められる場合 修学資金 �修　学∴費 �i高専（1．2．3年） �i 上嶋 �� 

i3，500円以内 国公立関（4・5約円以内 　4，000円以内 ���4，500円以内 6，000円以内 7，500円以内 

蹄支頗　雷馨）　20・000円以内 ���I i �� 
自宅通学の場合 

蝶i∴糞　　資　　金 �� �！最終貸付後 　6月以内 �5年以内 �150，000円以内 

災　害　援護資∵金　　　　　　　　150，000円以内　　1年以内 ����6年以内 � 
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年
金
制
度
は
通
算
さ
れ
ま
す

わ
が
国
に
は
、
現
在
八
種
類
の
年
金

が
あ
り
、
そ
の
人
の
職
業
に
よ
り
加
入

す
る
制
度
が
異
っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ

て
の
国
民
が
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に

加
入
す
る
国
民
皆
年
金
の
制
度
が
し
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
制
度
に
お
い
て
は
、

い
ず
れ
も
老
後
の
所
得
保
障
を
目
的
と

し
た
老
齢
年
金
ま
た
は
退
職
年
金
が
年

金
給
付
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
二
〇
年
も
し
く
は
二
五
年
と
い
う

長
期
間
そ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
度

に
お
い
て
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
う
げ

ろ
た
め
に
必
要
な
加
入
期
間
を
満
た
す

前
に
転
職
等
に
よ
り
他
の
年
金
制
度
の

加
入
者
と
な
っ
た
人
は
、
老
齢
（
退
職
）

年
金
が
う
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く
の
国
民
年
金

体
制
は
名
ば
か
り
で
、
実
効
を
伴
わ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
各
年
金
制

度
の
加
入
期
間
に
合
算
し
て
一
定
の
加

入
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
各
年
金
制
度

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
加
入
期
間
に
応
じ
た

通
算
老
齢
年
金
ま
た
は
通
算
退
職
年
金

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
老
後
の
所

得
保
障
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
通
算
年
金
制
度
で
す
。

一
、
通
算
さ
れ
る
年
金
制
度

加
入
期
間
が
通
算
さ
れ
る
年
金
制
度

は
次
の
八
題
額
の
公
的
年
金
制
度
で

す。

0
厚
生
年
金
保
険

臼
船
員
保
険

㊤
国
民
年
金

田
国
家
公
務
員
共
済
組
合

⑮
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

㈱
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

㈱
公
立
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

㈹
腰
林
漁
業
国
体
職
員
共
済
組
合

二
、
通
算
さ
れ
る
加
入
期
間

通
算
の
対
象
と
な
る
加
入
期
間
は
、

原
則
と
し
て
ひ
と
つ
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
一
年
以
上
あ
り
、
か
つ
昭
和

三
十
六
年
四
月
一
日
以
後
の
加
入
期
間

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
厚
生
年

金
と
船
員
保
険
の
加
入
期
間
は
同
日
以

後
に
い
ず
れ
か
の
年
金
制
度
に
加
入
す

れ
ば
、
同
日
以
前
の
加
入
期
間
も
通
算

の
対
象
と
な
る
加
入
期
間
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
脱
退
手
当
金
を
受
け
た

期
間
は
除
か
れ
ま
す
。
ま
た
国
民
年
金

の
任
憩
加
入
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
や
、
す
で
に
老

齢
年
金
、
退
職
年
金
、
恩
給
な
ど
を
受

け
て
い
る
方
と
そ
の
配
偶
者
で
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
期
間
も
通
舞
の
対
象

と
な
る
加
入
期
間
と
な
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に
お

い
て
、
現
に
加
入
し
て
い
た
共
済
組
合

制
度
の
同
日
ま
で
引
き
続
く
加
入
期

は
、
通
算
対
象
と
な
る
加
入
期
間
と
な

り
ま
す
。

三
、
通
算
老
齢
年
金
の
受
給
要
件

厚
生
年
金
保
険
の
加
入
期
間
が
一
年

以
上
あ
っ
て
、
0
各
年
金
制
度
の
加
入

期
脚
と
合
鍵
し
て
二
十
五
年
以
上
あ
る

か
、
⇔
国
民
年
金
制
度
以
外
の
加
入
期

間
と
合
算
し
て
二
〇
年
以
上
あ
る
か
、

ま
た
は
、
日
蝕
の
年
金
制
度
か
ら
老
酪

年
金
、
退
職
年
金
ま
た
は
恩
給
な
ど
を

受
け
る
資
格
が
あ
る
場
合
に
は
、
通
卯

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
渡
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
受
給
資
格
期
間
の
「
二

十
五
年
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
年
四

月
一
日
前
に
生
れ
た
人
は
、
年
齢
に
応

じ
て
一
〇
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
の
短

縮
揖
宿
が
と
ら
れ
ま
す
。

通
算
老
齢
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は

厚
生
年
金
保
険
な
ど
被
用
者
の
年
金
制

度
は
六
十
才
か
ら
、
国
民
年
金
は
六
十

五
才
で
す
。
な
お
、
厚
生
年
金
保
険
で

は
、
在
職
者
で
も
六
十
五
才
に
達
す
れ

ば
通
算
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
要
件
を
満
た
し
た
と
き
は
、
早

め
に
加
入
し
て
い
た
各
年
金
制
度
に
諦

求
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

水
稲
海
水
面
播
栽
培
諾

演
会
開
催
及
び
栽
培
研

究
会
の
結
成
に
つ
い
て

近
年
米
の
大
幅
な
需
給
緩
和
か
ら
米

を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
急
激
に
変
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
稲
作
指
導

の
方
向
と
し
て
産
米
の
品
質
改
善
及
び

安
定
省
力
栽
培
の
普
及
推
進
を
目
的
で

試
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
数
受
講

下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
、
諮
演
会
終
了
後
栽
培
研
究
会

の
績
戌
を
行
い
ま
す
の
で
加
入
希
聖

者
は
栽
培
両
横
を
把
握
の
う
え
出
席

下
さ
い
。

記

1
日
時
　
昭
和
4
8
年
3
月
2
2
円

年
後
1
時
5
0
分

2
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
ホ
ー
ル

3
主
催
　
北
九
州
普
及
所
・
遭
賀
田
役

嶋
ゝ
、
く
ー
…
－
、
く
く
…
－
一
，
－
、
く
ー
一
－
…
－
ヽ
く
く
．
－
…
、
く
く
…
－
－
ヽ
′
ヽ
く
ー
ー

M
 
I
保
健
メ
モ
ー

…
便
秘
に
悩
む
人
へ

…
下
警
す
る
と
大
き
わ
ざ
し
て

～
も
、
便
秘
に
は
案
外
平
気
な
人
が
い

詰
嵩
結
緯
謹

言
振
、
霧
、
不
眠
な
ど
の
藻
が

詳
講
墨
鰊
謹

溝
塁
統
語
講

i
T
“
っ
と
詩
的
に
み
る
と
、
嵩
血
圧

蒜
語
調
語
義
語

間
便
秘
を
お
こ
し
た
と
き
は
、
檀
陽
が

…
ん
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
け
っ

i
T
て
あ
な
ど
る
こ
と
ば
で
き
ま
せ

…
ん
虹
に
な
る
と
、
不
快
感
を
な
く

～
し
た
い
た
め
に
、
す
ぐ
下
剤
を
飲
む

誌
塁
諾
続
諜

㌫
補
語
綴
招
墨
弊
親

側
な
ど
の
弱
い
薬
を
毎
日
飲
ん
だ
方
が

脚
便
通
を
よ
く
し
ま
す
。
し
か
し
、
下

4
灘
師

場
・
遠
賀
郡
農
協

熊
本
県
手
械
農
業
改
良
普
及
所

谷
口
技
師

北
九
州
農
業
改
良
普
及
疎

林
　
技
師

剤
は
食
蔀
旗
法
を
し
て
効
果
が
あ
ら

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
じ
め
て
用

い
る
べ
き
も
の
で
す
。

便
秘
を
防
ぐ
た
め
の
食
輩
と
し
て

は
主
食
に
七
分
づ
き
米
、
萎
め
し
、

黒
パ
ン
、
ソ
パ
な
ど
が
よ
く
、
副
食

に
は
植
物
繊
維
を
多
く
ふ
く
む
野
菜

類
が
理
想
的
で
す
。
サ
ラ
ダ
・
立
、

い
も
、
わ
か
め
、
か
ん
て
ん
な
ど
は

暖
壁
を
刺
激
し
て
腸
の
せ
ん
動
を
秘

め
ま
す
。
ま
た
早
朝
の
空
腹
時
に
飲

む
冷
た
い
水
、
牛
乳
、
食
塩
水
、
果

汁
な
ど
も
よ
く
、
バ
タ
ー
、
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
な
ど
の
良
質
の
脂
肪
も
効
果
的

です。食
郵
穣
法
の
ほ
か
に
は
、
気
分
転

換
を
か
ね
た
適
度
の
運
動
や
入
浴
、

腹
壁
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
日
常
励
行
し
た

い
予
防
法
で
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て

も
規
則
正
し
い
生
活
と
規
則
正
し
い

排
便
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一

です。
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毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の甘

衛
生
だ
よ
り

○
母
子
手
帳
交
付
に
つ
い
て

現
在
、
母
子
手
頓
を
随
時
に
交
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
3
月
か
ら
は
毎
週
土

曜
日
午
前
1
0
時
か
ら
保
健
室
で
交
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

昭
和
他
年
度
春
期
狂
犬
病
予
防
注
射

を
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

犬
を
飼
っ
て
い
ろ
人
は
か
な
ら
ず
受
け

て
下
さ
い
。

諒

実
施
日
時
及
び
場
所

4
月
2
日
（
月
）

1
0
時
～
日
時
0
0
分

虫
生
津
公
民
館

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
約
分

浅
木
小
学
校
憩
堂

4
月
3
日
（
火
）

1
0
時
～
日
時
0
0
分

畠
田
小
学
校
講
堂

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
釦
分

遠
賀
町
公
民
館

手
数
料登

録
及
び
注
射
　
　
五
〇
〇
円

遠
賀
町
史
は
散
歩
の
お
知
ら
せ

郷
土
文
化
研
究
会
で
は
町
内
南
部
地

区
の
史
顔
散
歩
を
催
し
ま
す
か
ら
希
望

者
は
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

記

一
、
と
き
　
三
月
二
十
五
日
（
日
）

午
前
九
時

木
守
井
手
神
社
集
合

一
、
と
こ
ろ
　
木
守
－
商
家
－
花
園
－

出
生
淳

一
、
持
参
品
　
弁
当

③
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
募
集
に

つ
い
て

町
公
民
館
で
は
剣
道
教
室
を
現
在
毎

週
火
・
金
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
が
、

三
月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
卓
球
教
室
を

四
月
か
ら
、
同
じ
く
毎
週
日
曜
日
に
陸

上
教
室
を
開
設
し
ま
す
。
高
校
生
・
背

年
の
方
で
各
教
室
の
指
導
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
遠
賀
町
教
育
委
員
会
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

◎
剣
道
教
室
の
生
徒
真
集
に
つ
い
て

町
公
民
館
で
は
第
二
次
剣
道
教
室
の

生
徒
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
希
望
者

は
次
の
要
領
で
多
数
申
し
込
ん
で
下
さ

い。

記

一
、
稽
古
日
（
毎
週
二
回
）
木
曜
日
・

土
曜
日
午
後
六
時
か
ら
…
人
員
の

少
な
い
時
は
火
曜
・
金
団
に
変
更

し
ま
す
。

二
、
会
場
・
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
資
格
・
小
学
四
年
生
以
上

四
、
会
費
・
毎
月
千
円
（
内
訳
月
謝
八

百
円
・
後
援
会
費
二
百
円
）

五
、
経
費
・
防
具
代
一
式
約
一
万
六
千

円

六
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
学
校
学

年
・
身
長
・
保
護
者
を
記
入
の
う
え

教
育
委
員
会
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。
〆
切
は
三
月
二
十
日
ま
で
。

⑤
毎
日
走
ろ
う
会
の
生
徒
募
集
に

つ
い
て

か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

毎
日
走
ろ
う
会
を
開
く
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。
走
る
事
を
通
し
て
正
し
い
人

格
の
餐
戌
と
肥
満
な
身
体
を
な
く
し
、

健
全
な
体
力
の
持
主
を
つ
く
り
あ
げ
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。
多
数
申
し
込
ん

で
下
さ
い
。
（
四
月
第
一
日
曜
日
か
ら

の
予
定
）

記

一
、
資
格
　
町
内
に
在
住
す
る
小
・
申

・
高
校
生
（
男
女
問
わ
ず
）
但
し

小
学
生
は
四
年
生
以
上
に
限
る
。

二
、
実
施
日
　
毎
週
日
曜
日
午
後
二
時

か
ら
四
時
ま
で
（
雨
天
を
除
く
）

そ
の
他
の
日
は
各
自
自
宅
付
近
で

毎
日
走
る
こ
と
。

三
、
会
場
　
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

四
、
会
費
i
　
徳
月
三
〇
〇
円

五
、
申
込
期
限
　
三
月
二
十
五
日
ま
で

六
、
申
込
先
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
ま

で
氏
名
・
年
令
・
住
所
・
学
校
学

年
・
保
護
者
名
を
記
入
す
る
こ
と

献
血
日
の
お
知
ら
せ

昭
和
四
十
七
年
度
最
後
の
集
団
献
血

を
左
記
に
よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
町
民
各
位
の
温
い
献
血
参
加
を
是

非
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
献
血
に
参
加
し
て
い
た
た
い
て

い
ま
す
と
、
万
一
、
本
人
又
は
、
同
居

の
家
族
の
方
に
血
液
の
必
要
を
生
じ
た

時
は
、
必
要
血
液
全
部
を
血
液
セ
ン
タ

ー
に
於
て
確
保
い
た
し
ま
す
。

記

「
∴
集
団
献
血
日
　
三
月
二
十
七
日

（火）

一
、
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

一
、
時
間
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

○
献
血
出
来
ろ
人
は
十
六
才
以
上
六
十

五
才
未
満
の
人
で
す
。

○
会
場
に
於
て
、
血
圧
等
の
関
係
で
献

血
出
来
な
い
場
合
で
も
、
万
一
の
場

合
の
血
液
の
確
保
を
い
た
し
ま
す
。

心
配
こ
と
相
談
に
つ
い
て

三
月
の
心
配
と
と
相
談
所
を
、
左
記

の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
日
常

生
活
上
の
諸
問
題
に
つ
き
、
御
自
由
に

御
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

記

日
　
時
　
三
月
二
十
三
日
（
金
）

午
後
一
後
～
四
時

場
　
所
　
町
公
民
館
広
間

相
談
員
　
民
生
委
員
、
大
筋
擁
護
委
員

保
護
司
、
身
障
会
委
員
、
運

転
者
協
会
、
他
。

電
話
公
売
の
お
知
ら
せ

結
語
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
い

た
し
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
時
間
厳

守
の
上
遠
賀
町
役
場
に
お
出
で
下
さ
い

一
、
公
売
す
る
鱈
話
番
号

③
〇
五
二
二
　
　
③
〇
八
〇
六

⑤
一
二
八
六
　
　
③
〇
七
七
〇

⑪
〇
六
七
六

一
、
日
時
　
三
月
二
十
三
日
午
前
n
時

一
、
公
売
の
方
法
　
競
争
入
札

（
若
松
財
務
導
務
所
）

現
金
送
金
は

必
ず
現
金
書
留
で

入
学
や
就
職
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
お

金
を
送
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

い
ち
ば
ん
手
軽
な
方
法
と
し
て
現
金
を

郵
便
で
送
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

現
金
を
郵
便
で
送
る
と
き
は
現
金
封

筒
（
郵
便
局
の
窓
口
で
発
売
し
て
い
ま

す
＝
一
枚
五
円
）
を
使
用
し
、
額
の
多

少
に
か
か
わ
ら
ず
「
現
金
轡
留
」
に
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
差
し
た
す
と
き
は
ポ
ス
ト
に
入

れ
ず
、
郵
便
局
の
窓
口
へ
差
し
出
し
、

万
一
事
故
が
起
っ
た
と
き
に
補
償
を
要

す
る
額
を
申
し
出
て
、
受
領
証
を
受
取

り
先
方
に
到
着
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

ま
で
大
切
に
保
有
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

普
通
郵
便
の
中
に
現
金
を
入
れ
る
こ

と
は
邁
反
で
す
が
、
ま
だ
入
れ
ら
れ
る

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
郵
便
は
万
一
紛
失
し
て

も
補
償
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
発

見
さ
れ
た
と
き
は
、
差
出
人
に
返
送
さ

れ
た
う
こ
、
書
留
科
の
二
倍
を
徴
収
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
ご
注

恵
く
だ
さ
い
。

昭
和
的
年
年
賀
は
が
き
の

お
年
玉
引
換
に
つ
い
て

当
せ
ん
し
た
年
賀
は
が
き
を
お
持
ち

の
方
は
、
早
目
に
郵
便
局
へ
お
印
し
出

く
だ
さ
い
。

当
せ
ん
し
た
年
賀
は
が
き
は
、
く
じ

番
号
を
切
り
離
さ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
、
ま
た
一
二
等
以
上
は
当
せ
ん
し
た
く

じ
番
号
の
余
白
に
受
取
人
の
署
名
か
、

な
つ
印
が
必
要
で
す
。

I
以
上
逓
賀
川
郵
便
局
か
ら
－

香
典
返
し
お
礼

次
の
方
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
共
に
、
ご
道
族
に
対
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
金
壱
封

故
　
添
田
と
サ
コ
様

老
良
∴
添
田
仁
親
殿

故
　
四
囲
　
字
一
様

尾
崎
　
西
田
勝
美
殿


